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玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
は
、
「
子
ど
も
見
守
り

活
動
」
を
主
体
に
、
地
域
が

「
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
の
手
で

見
守
る
」
こ
と
を

理
念
に
、
平
成
十

九
年

六

月

に

結

成
、
二
十
一
年
度

に
は
警
察
庁
主
催

の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て

指

定

を

受

け
、
現
在
約
二
〇

〇
名
の
方
の
登
録

を
い
た
だ
き
、
そ

の
活
動
は
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

武

石

隊

長

か

ら
、
「
で
き
る
と

き
に
、
で
き
る
こ

と
を
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
、
で
き

る
方
法
で
、
で
き

る
と
信
じ
て
、
気
楽
に
根
気
よ

く
、
危
険
な
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
事
務
局
か
ら
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
要
領
や
取
り
組

み
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
や
防
犯
協
力
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
と
連
携
を
図
る
た
め
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
再
編
を
行

い
、
更
に
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
玖
珠
警
察
署
生
活
安

全
係
長
の
宮
永
氏
よ
り
「
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

最
近
の
犯
罪
状
況
や
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
に
お
い
て
の
注
意
事
項

な
ど
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
登
録
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
登

録
は
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
く
す
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

気楽に、根気よく、危険なく…

くすふれ愛だより７月号

平
成
二
十
二
年
度

玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

研
修
会
を
開
催

玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
隊
長

武
石
和
正
）
は
、

六
月
十
一
日
に
玖
珠
自
治
会
館
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
研
修
会
を

開
催
、
八
十
二
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

の
説
明
の
あ
と
玖
珠
警
察
署
担
当
者
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月８日に、塚脇小学校（猪部敬彦校長）

で、玖珠地区自主防犯パトロール隊と児童

の対面式が行われました。

全校児童がグラウンドに集合し、武石和

正隊長が、「登下校時に、見守りのパトロ

ールをしているので、皆さんも元気にあい

さつをして下さい」と挨拶、児童会長の白

石湧士君（６年生）がお礼の言葉を述べま

した。

出席した３５名のパトロール隊員が大区

ごとに分かれて並び、それぞれ紹介があり、

その後地区ごとに分かれて通学路安全点検

を行いました。児童・教職員・保護者とパ

トロール隊員で、通学路に危険個所などが

ないか点検しながら一緒に下校しました。

この日の点検で、指摘された箇所は、関係

機関と連絡を取りながら、コミュニティで

対応出来る個所については、改善をしてい

たいと思います。

昨年度の通学路安全点検に基づく改善事

項は、以下のとおりです。

①今村地区交差点の一旦停止線の表示

②塚脇小学校正門前の横断歩道の表示の塗

り替え

③今村団地から笹ヶ原方面へ出る場所のカ

ーブミラーを両面へ

④塚脇ダイイチカメラ前等の水路に転落防

止の柵を設置

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
塚
脇
小
児
童
の
対
面
式

～
通
学
路
安
全
点
検
実
施
～

講話「安全なまちづくり」より

声かけ・あいさつで、犯罪・

非行を未然に防ぎましょう！

気長に活動を続ける

ことが、地区の治安向

上や非行防止につなが

ります。

-２-


